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 四月になりました。吹く風は爽やかで花々が色彩豊かに咲き誇り、一年中 

で最も良い季節です。通勤途中ですれ違う若者の中には、緊張した面持ちで 

ぎこちなくスーツを着ている姿があり、一目で新入社員だとわかります。「頑  

張ってね！」と思わずエールを送りたくなります。▲我が家にも「新」がつ 

く人がいます。そう、我が家の末っ子です。新入生。やっと高校 1 年生にな 

りました。入学式は、コロナの関係で、広～い体育館に新入生とその保護者、 

一年生の先生方と来賓が 3 人といった、密をさけたものでした。しかし、お 

かげで、入退場の子どもたちの顔がよく見えて、緊張の中にも上気した晴れ 

やかな表情は見ている方もうれしく、どの子どもたちにも「入学おめでと 

う！！」と拍手を送りたい気持ちでいっぱいでした。▲式が進み、先生方の 

紹介がありました。１学年で 9 クラス分の担任、副担任、担当教科などの紹 

介。ん～、どの先生も若く、凛々しい。自分の甥っ子のように感じ、なんだ 

か自分がずいぶん年をとったようにも感じました。その中に、知っている先 

生を見つけたのです。「Ｙ先生！」 上の娘のとき（4 年前にこの学校を卒 

業しました）に学年主任をされていた「Ｙ先生」の姿でした。「懐かしい～。 

でも、あの頃と違って頭が真っ白になっておられる！」 びっくりでした。 

そうですよね～。4 年も経つといろいろあります。私だって美容室にいかな 

いままであれば、恥ずかしながら頭が白くなってしまいます。人のことは言 

えません。▲末っ子は、早速友達ができて毎日張り切 

って登校しています。私は、弁当造りが始まり、緊張 

の朝です（汗・・）。男の子の弁当は、容量が大きく 

おかずが沢山必要です。いかにして、この箱を埋める 

か頭を悩ませるところです。でも、夕方空になった弁 

当箱を空けた瞬間の喜びと「弁当美味しかったよ」の 

子どもの言葉を聞くために、頑張っていきます。  
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2021 年 

 春 号 Ｋａｓｈｉｙａｅ ｎｅｗｓ 

今回の“ご存知ですか？”は、 

♧♧♧♧♧♧  

モッコウバラ（木香薔薇） 

今年も春一番にたくさんの小花を咲か

せてくれました。花からは甘く優しい香り

が漂っています。和名は、インド原産の植

物からとれる芳香剤「木香」の香りに似て

いることからつけられたそうです。 

花言葉は「純潔」「初恋」「あなたにふさ

わしい人」。「あなたにふさわしい人」は、

何かに寄り添って伸びていくつるバラの

性質に由来しています。 

 

～弁護士の女房のつぶやき～ 

今朝のドカ弁です（笑） 
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法 務   養子縁組

み 

「普通養子縁組」とは、いわゆる昔からの一般的な養子縁組になります。昭

和 62 年に「特別養子縁組」という制度ができたためにそれと区別するため

にこの名称になりました。この、「普通養子縁組」では、血縁上の親とは法的

な親子関係が続くことになるので、養親と実親の 2 つの親がいることになり

ます。縁組をする為の要件は以下の通りです 

① 養親になる者は 20 歳以上でなければならない。 

② 養子は養親よりも年下でなければならない。 

③ 養子は養親の尊属であってはならない。 

「尊属」とは、父母、曾祖父母など、自分よりも上の血族のことです。例えば、甥や

姪の場合、自分の叔父叔母が自分よりも年下であっても自分の養子にすることはでき

ないとの意味です。 

  

 

 
「特別養子縁組」とは、昭和 62 年に導入された養子制度です。この制度で

は、養子縁組後は血縁上の実親との親子関係は切れてしまい、養親や里親 

 

  

     

 

 

お役立ち情報室

 

戸籍を見ると、養子縁組などの言葉を目にすることがあります。今回

は養子縁組や相続について探っていきます。 

     養子縁組とは 

実の親子関係がない人と人為的に親子関係を創るものです。昔から家の存

続や墓の維持などの為に養子縁組が利用されてきました。養親になる者と養

子になるものの間で合意がなされ届出が受理されることで養子縁組が成立

し、実子の扱いになります。近年では、親からの虐待で家に戻れない子ども

を親から切り離す為に養子にしたり、子どもに恵まれない夫婦が養子をもら

うなどといったケースもあります。 

養子縁組には、「普通養子縁組」と「特別養子縁組」があります。  

 

 

との親子関係のみが存続します。この制度は、子どもの福祉の観点と、子どもを養

子とではなく実子と変わらない状態で育てたいという要請のもとに作られました。

この縁組は家庭裁判所に申立を行い審判がおりれば成立します。縁組をするための

要件は以下の通りです。 

① 養親は配偶者がある者でなければならない。 

② 養親は、片方が 20 歳以上、他方が 25 歳以上でなければならない。 

③ 養子は特別養子縁組の成立の審判の申立ての時に１５歳未満でなければな

らないが、１５歳に達する前から養親候補者が引き続き養育をしている場

合や、やむを得ない事由により 15 歳までに申立ができない場合は 15 歳

以上でも可能。しかし、審判確定時に 18 歳に達している者は縁組不可。

養子候補者が審判時に 15 歳に達している場合には、その者の同意が必要。 

④ 実親による養育状況と実親の同意の有無を判断する審判（特別養子適格の

確認の審判）を経て、養親候補者申立（特別養子縁組成立の審判）の後、

6 ヶ月以上の試験養育を行わなければならない。 

 ③と④については、令和元年６月 7 日に改正法が成立し令和 2 年 4 月

1 日から施行されています。見直しのポイントは、特別養子制度の対象年

齢の拡大と、家庭裁判所の手続を合理化して養親候補者の負担軽減を図る

というところです。 

 

相 続 

 「普通養子縁組」では、養親と実親との 2 つの親が存在するので、双方におい

て相続が発生します。これに対して「特別養子縁組」の場合は、実親との親子関係

は切れているので、養親としか相続は発生しません。 

 

相続税 

 相続税の計算をする場合、「3000 万円＋６００万円×相続人の数」の額を相続

財産から減額することができるので、その分だけ相続税が安くなります。この相

続人には養子も子どもですから含まれますが、その含めることのできる数が普通

養子と特別養子とでは異なります。普通養子の場合は 2 人まで（実子がいる場合

は 1 人まで）ですが、特別養子縁組の場合は数に制限はありません。  

 

普通養子縁組 

特別養子縁組 

 次回は、そのほかの養子縁組や相続税についてお伝えします。  


